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第 1 号 令 和 2 年 度 徳 島 県 一 般 会 計 予 算

令和2年度徳島県一般会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ505，683，000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第2表債務負担行為」に

よる。

（地方債）

第3条 地方自治法第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，「第3表地方債」に

よる。

（一時借入金）

第4条 地方自治法第235条の3第2項の規定による一時借入金の借入れの最高額は，90，000，000千円と定める。

（歳出予算の流用）

第5条 地方自治法第220条第2項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は，次のとおりと定める。

()1 各項に計上した給料，職員手当等及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1号 令和2年度徳島県一般会計予算
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款 項 金 額

1 県 税 77，500，000

1 県 民 税 26，386，683

2 事 業 税 17，397，797

3 地 方 消 費 税 14，764，352

4 不 動 産 取 得 税 1，497，264

5 県 た ば こ 税 774，913

6 ゴ ル フ 場 利 用 税 227，669

7 軽 油 引 取 税 5，804，010

8 自 動 車 税 10，612，217

9 鉱 区 税 1，366

10 狩 猟 税 12，984

11 旧 法 に よ る 税 20，745

2 地 方 消 費 税 清 算 金 30，800，000

1 地 方 消 費 税 清 算 金 30，800，000

初校
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3 地 方 譲 与 税 14，900，000

1 特 別 法 人 事 業 譲 与 税 13，000，000

2 地 方 揮 発 油 譲 与 税 1，631，000

3 石 油 ガ ス 譲 与 税 67，000

4 自 動 車 重 量 譲 与 税 83，000

5 森 林 環 境 譲 与 税 118，000

6 航 空 機 燃 料 譲 与 税 1，000

4 地 方 特 例 交 付 金 335，000

1 地 方 特 例 交 付 金 335，000

5 地 方 交 付 税 149，500，000

1 地 方 交 付 税 149，500，000

6 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 204，000

1 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 204，000

7 分 担 金 及 び 負 担 金 1，039，652

1 分 担 金 281，995

2 負 担 金 757，657

8 使 用 料 及 び 手 数 料 6，072，192

再校
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1 使 用 料 4，458，032

2 手 数 料 1，614，160

9 国 庫 支 出 金 66，032，583

1 国 庫 負 担 金 32，259，485

2 国 庫 補 助 金 32，466，332

3 委 託 金 1，306，766

10 財 産 収 入 992，732

1 財 産 運 用 収 入 736，238

2 財 産 売 払 収 入 256，494

11 寄 附 金 24，050

1 寄 附 金 24，050

12 繰 入 金 84，254，060

1 特 別 会 計 繰 入 金 64，774，252

2 基 金 繰 入 金 19，479，808

13 繰 越 金 1，000，000

1 繰 越 金 1，000，000

14 諸 収 入 15，882，731

初校
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1 延 滞 金，加 算 金 及 び 過 料 等 90，610

2 県 預 金 利 子 2，071

3 公 営 企 業 貸 付 金 元 利 収 入 5，040，000

4 貸 付 金 元 利 収 入 4，422，160

5 受 託 事 業 収 入 651，888

6 収 益 事 業 収 入 2，788，389

7 雑 入 2，887，613

15 県 債 57，146，000

1 県 債 57，146，000

歳 入 合 計 505，683，000

款 項 金 額

1 議 会 費 1，019，735

1 議 会 費 1，019，735

2 総 務 費 27，572，402

1 総 務 管 理 費 13，112，995

歳 出

千円
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2 企 画 費 6，570，287

3 徴 税 費 2，809，363

4 市 町 村 振 興 費 2，095，925

5 選 挙 費 32，713

6 防 災 費 1，978，638

7 統 計 調 査 費 644，796

8 人 事 委 員 会 費 142，476

9 監 査 委 員 費 185，209

3 民 生 費 64，210，131

1 社 会 福 祉 費 46，385，769

2 児 童 福 祉 費 13，049，907

3 生 活 保 護 費 4，774，455

4 衛 生 費 25，809，760

1 公 衆 衛 生 費 6，069，395

2 環 境 衛 生 費 3，057，519

3 保 健 所 費 1，339，816

4 医 薬 費 6，021，036

初校
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5 病 院 事 業 費 9，321，994

5 労 働 費 5，061，835

1 労 政 費 3，944，775

2 職 業 訓 練 費 1，010，168

3 労 働 委 員 会 費 106，892

6 農 林 水 産 業 費 32，866，982

1 農 業 費 4，935，221

2 園 芸 費 1，244，382

3 畜 産 業 費 2，045，311

4 農 地 費 10，804，976

5 林 業 費 11，433，455

6 水 産 業 費 2，403，637

7 商 工 費 65，837，635

1 商 業 費 60，139，496

2 工 鉱 業 費 4，028，763

3 観 光 費 1，669，376

8 土 木 費 54，451，993

初校

７

令和2年2月議案



1 土 木 管 理 費 3，662，731

2 道 路 橋 り ょ う 費 24，251，686

3 河 川 海 岸 費 17，800，275

4 港 湾 費 3，405，293

5 都 市 計 画 費 3，970，774

6 住 宅 費 1，361，234

9 警 察 費 24，721，913

1 警 察 管 理 費 22，437，850

2 警 察 活 動 費 2，284，063

10 教 育 費 86，429，228

1 教 育 総 務 費 14，948，719

2 小 学 校 費 24，656，572

3 中 学 校 費 15，452，755

4 高 等 学 校 費 19，095，566

5 特 別 支 援 学 校 費 7，537，615

6 社 会 教 育 費 2，775，670

7 保 健 体 育 費 1，962，331

初校
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11 災 害 復 旧 費 13，865，550

1 農 林 水 産 施 設 災 害 復 旧 費 1，843，200

2 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 11，922，350

3 公 用 公 共 用 施 設 災 害 復 旧 費 100，000

12 公 債 費 71，733，386

1 公 債 費 71，733，386

13 諸 支 出 金 31，952，450

1 地 方 消 費 税 清 算 金 14，269，479

2 利 子 割 交 付 金 74，372

3 配 当 割 交 付 金 616，974

4 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 352，624

5 法 人 事 業 税 交 付 金 768，110

6 地 方 消 費 税 交 付 金 15，439，091

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 159，690

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 100

9 環 境 性 能 割 交 付 金 272，000

10 利 子 割 精 算 金 10

初校
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14 予 備 費 150，000

1 予 備 費 150，000

歳 出 合 計 505，683，000

事 項 期 間 限 度 額

鳴門合同庁舎施設改修事業工事請負契約 令 和 3 年 度 124，857千円

奨学金返還支援費に係る補助金 自 令和2年度
至 令和20年度 240，000千円

地方債証券の共同発行により生ずる連帯債務（共同発行市場公募地方債） 自 令和2年度
至 令和12年度

元金
1，186，000，000千円
及びこれに対する利
子相当額

自動車税納税通知書等作成業務委託契約 令 和 3 年 度 8，000千円

カヌースラロームコース設営撤去工事請負契約 令 和 3 年 度 5，000千円

徳島県立障がい者交流プラザ屋上防水改修等工事請負契約 令 和 3 年 度 119，070千円

公益財団法人とくしま産業振興機構の中小企業・雇用対策推進費造成事業融資損失補償契約 令 和 3 年 度

融資額
36，800，000千円

及び金利3％並びに
延滞金及び違約金年
10．95％の範囲内に
おける損失補償

再校
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公益財団法人とくしま産業振興機構のとくしま経済飛躍ファンド造成事業融資損失補償契約 令 和 3 年 度

融資額 960，000千円
及び金利3％並びに
延滞金及び違約金年
10．95％の範囲内に
おける損失補償

徳島県立渦の道の塗装等補修工事請負契約 令 和 3 年 度 40，000千円

公益社団法人徳島森林づくり推進機構の株式会社日本政策金融公庫資金損失補償契約 自 令和2年度
至 令和58年度

融資額 171，000千円
に対するつぎにかか
げる損失補償
償還期限到来後10か
月の期間満了の日
（以下「損失確定
日」という。）にお
いて，株式会社日本
政策金融公庫が弁済
を受けなかった元利
金合計額（遅延損害
金を含む。）及び損
失確定日の翌日から
補償履行の日までの
利率年11％の割合に
よる金額

公益財団法人徳島県農業開発公社の農地保有合理化事業等資金損失補償契約 自 令和3年度
至 令和13年度

融資額 80，000千円
並びに延滞金及び違
約金年10．95％の範
囲内における損失補
償

基幹農道整備事業工事請負契約 令 和 3 年 度 20，000千円

県営農道整備事業工事請負契約 令 和 3 年 度 10，000千円

経営体育成基盤整備事業工事請負契約 令 和 3 年 度 20，000千円

農業水利施設保全対策事業工事請負契約 令 和 3 年 度 300，000千円

老朽ため池等整備事業工事請負契約 令 和 3 年 度 40，000千円

初校

１１

令和2年2月議案



地盤沈下対策事業工事請負契約 令 和 3 年 度 350，000千円

国営付帯県営農地防災事業工事請負契約 令 和 3 年 度 80，000千円

徳島県土地開発公社の開発事業資金債務保証 自 令和3年度
至 令和12年度

融資額
2，500，000千円

及び金利5％の範囲
内における債務保証

徳島県土地開発公社の用地取得等契約 自 令和3年度
至 令和12年度

用地費，補償費等
2，500，000千円

及び金利5％の範囲
内の金額

高速自動車道対策事業業務委託契約 令 和 3 年 度 30，000千円

道路維持作業用自動車売買契約 令 和 3 年 度 5，000千円

道路局部改良事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 60，000千円

路側整備事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 40，000千円

道路改築事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 280，000千円

緊急地方道路整備事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 2，000，000千円

交通安全対策事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 20，000千円

橋りょう修繕事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 40，000千円

街路事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 300，000千円

公園整備事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 800，000千円

県営住宅建設事業工事請負契約 令 和 3 年 度 55，000千円

再校

１２
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河川特殊改良事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 30，000千円

広域河川改修事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 100，000千円

総合流域防災事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 170，000千円

地震・高潮対策河川事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 100，000千円

河川管理施設長寿命化事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 100，000千円

海岸侵食対策事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 110，000千円

津波・高潮危機管理対策緊急事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 50，000千円

海岸堤防等老朽化対策緊急事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 40，000千円

堰堤改良事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 50，000千円

河川等災害関連事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 100，000千円

通常砂防事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 80，000千円

地すべり対策事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 80，000千円

急傾斜地崩壊対策事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 50，000千円

河川等施設災害復旧事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 1，000，000千円

県単独港湾整備事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 30，000千円

港湾改修事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 50，000千円

港湾海岸保全施設整備事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 400，000千円

初校
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港湾補修事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 80，000千円

港湾施設災害復旧事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 300，000千円

電子収納推進事業業務委託契約 令 和 3 年 度 3，630千円

高校施設整備事業工事請負等契約 令 和 3 年 度 998，369千円

海部高等学校寄宿舎賃貸借契約 自 令和3年度
至 令和7年度 186，800千円

第3表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

総務管理事業 1，018，000 証書借入又は証券発
行（他の地方公共団
体との共同発行を含
む。）

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。企画事業 249，000

市町村振興事業 1，000，000

防災事業 437，000

社会福祉事業 233，000

公衆衛生事業 6，000

環境衛生事業 33，000

医薬事業 8，000

職業訓練事業 12，000

初校

千円
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畜産事業 190，000

農地事業 2，348，000

林業治山事業 2，521，000

水産事業 495，000

工鉱業関係事業 9，000

観光事業 124，000

道路橋りょう事業 10，813，000

河川海岸事業 10，196，000

港湾事業 831，000

都市計画事業 1，026，000

住宅事業 148，000

警察関係事業 2，579，000

教育総務事業 2，407，000

中学校整備事業 91，000

高等学校整備事業 1，624，000

社会教育事業 647，000

土木施設災害復旧事業 4，206，000

初校
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公用公共用施設災害復旧事業 95，000

臨時財政対策債 13，800，000

計 57，146，000

初校
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第 2 号 令和2年度徳島県用度事業特別会計予算

令和2年度徳島県用度事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ1，588，318千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 用 度 事 業 収 入 1，588，318

1 財 産 収 入 200

2 繰 越 金 77，681

3 諸 収 入 1，510，437

歳 入 合 計 1，588，318

千円

第2号 令和2年度徳島県用度事業特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 用 度 事 業 費 1，588，318

1 用 度 事 業 費 1，588，318

歳 出 合 計 1，588，318

初校

千円
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第 3 号 令和2年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計予算

令和2年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ2，304，550千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 市 町 村 振 興 資 金 収 入 2，304，550

1 繰 越 金 1，274，807

2 諸 収 入 1，029，743

歳 入 合 計 2，304，550

千円

第3号 令和2年度徳島県市町村振興資金貸付金特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 市 町 村 振 興 資 金 貸 付 金 2，304，550

1 市 町 村 振 興 資 金 貸 付 金 2，304，550

歳 出 合 計 2，304，550

初校

千円
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第 4 号 令和2年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計予算

令和2年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ257，400千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 都 市 用 水 水 源 費 負 担 金 収 入 257，400

1 繰 入 金 219，244

2 諸 収 入 38，156

歳 入 合 計 257，400

千円

第4号 令和2年度徳島県都市用水水源費負担金特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 都 市 用 水 水 源 費 負 担 金 257，400

1 早明浦ダム建設事業都市用水負担金 81，682

2 正木ダム建設事業都市用水負担金 28，289

3 旧吉野川河口堰建設事業都市用水負担金 147，429

歳 出 合 計 257，400

初校

千円
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第 5 号 令和2年度徳島県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算

令和2年度徳島県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ303，850千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 収 入 303，850

1 繰 越 金 196，952

2 諸 収 入 106，898

歳 入 合 計 303，850

千円

第5号 令和2年度徳島県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 金 303，850

1 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 金 303，850

歳 出 合 計 303，850

初校

千円
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第 6 号 令和2年度徳島県国民健康保険事業特別会計予算

令和2年度徳島県国民健康保険事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ72，063，633千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 国 民 健 康 保 険 事 業 収 入 72，063，633

1 分 担 金 及 び 負 担 金 20，628，365

2 国 庫 支 出 金 22，535，817

3 療 養 給 付 費 等 交 付 金 1，000

4 前 期 高 齢 者 交 付 金 23，901，464

5 共 同 事 業 交 付 金 65，424

6 財 産 収 入 1，448

千円

第6号 令和2年度徳島県国民健康保険事業特別会計予算

初校

２５

令和2年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 国 民 健 康 保 険 事 業 費 72，063，633

1 国 民 健 康 保 険 事 業 費 72，062，185

2 国民健康保険財政安定化基金積立金 1，448

歳 出 合 計 72，063，633

7 繰 入 金 4，930，115

歳 入 合 計 72，063，633

初校

千円
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第 7 号 令和2年度徳島県地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金特別会計予算

令和2年度徳島県地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ254，901千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金収入 254，901

1 繰 入 金 101

2 諸 収 入 98，800

3 県 債 156，000

歳 入 合 計 254，901

千円

第7号 令和2年度徳島県地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金 254，901

1 地方独立行政法人徳島県鳴門病院資金貸付金 254，901

歳 出 合 計 254，901

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

地方独立行政法人徳島県鳴門
病院資金貸付金

156，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

初校

千円

千円

２８

令和2年2月議案



第 8 号 令和2年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計予算

令和2年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ127，650，330千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第2表債務負担行為」に

よる。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 収 入 127，650，330

1 使 用 料 及 び 手 数 料 3，777

2 財 産 収 入 500

3 繰 入 金 64，306，000

4 繰 越 金 35，807

千円

第8号 令和2年度徳島県中小企業・雇用対策事業特別会計予算
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歳 出

款 項 金 額

1 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 費 127，650，330

1 中 小 企 業 ・ 雇 用 対 策 事 業 費 127，650，330

歳 出 合 計 127，650，330

第2表 債務負担行為

事 項 期 間 限 度 額

企業立地促進事業に係る補助金交付指令 自 令和3年度
至 令和10年度 2，500，000千円

5 諸 収 入 63，304，246

歳 入 合 計 127，650，330

再校

千円
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第 9 号 令和2年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計予算

令和2年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ56，606千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 中 小 企 業 近 代 化 資 金 収 入 56，606

1 繰 越 金 51，405

2 諸 収 入 5，201

歳 入 合 計 56，606

千円

第9号 令和2年度徳島県中小企業近代化資金貸付金特別会計予算

初校

３１

令和2年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 中 小 企 業 近 代 化 資 金 貸 付 金 56，606

1 中 小 企 業 近 代 化 資 金 貸 付 金 56，606

歳 出 合 計 56，606

初校

千円

３２

令和2年2月議案



第10号 令和2年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計予算

令和2年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ73，678千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 収 入 73，678

1 財 産 収 入 53，848

2 繰 越 金 19，820

3 諸 収 入 10

歳 入 合 計 73，678

千円

第10号 令和2年度徳島県徳島ビル管理事業特別会計予算

初校

３３

令和2年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 費 73，678

1 徳 島 ビ ル 管 理 事 業 費 73，678

歳 出 合 計 73，678

初校

千円

３４

令和2年2月議案



第11号 令和2年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計予算

令和2年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ4，527千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 農 業 改 良 資 金 収 入 4，527

1 繰 入 金 299

2 繰 越 金 3，728

3 諸 収 入 500

歳 入 合 計 4，527

千円

第11号 令和2年度徳島県農業改良資金貸付金特別会計予算

初校

３５

令和2年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 農 業 改 良 資 金 貸 付 金 4，527

1 農 業 改 良 資 金 貸 付 金 4，527

歳 出 合 計 4，527

初校

千円

３６

令和2年2月議案



第12号 令和2年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計予算

令和2年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ101，978千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 林 業 改 善 資 金 収 入 101，978

1 繰 入 金 1，975

2 繰 越 金 95，001

3 諸 収 入 5，002

歳 入 合 計 101，978

千円

第12号 令和2年度徳島県林業改善資金貸付金特別会計予算

初校

３７

令和2年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 林 業 改 善 資 金 貸 付 金 101，978

1 林 業 改 善 資 金 貸 付 金 101，978

歳 出 合 計 101，978

初校

千円

３８

令和2年2月議案



第13号 令和2年度徳島県県有林県行造林事業特別会計予算

令和2年度徳島県県有林県行造林事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ328，272千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 県 有 林 県 行 造 林 事 業 収 入 328，272

1 財 産 収 入 191，772

2 繰 入 金 115，857

3 繰 越 金 528

4 諸 収 入 20，115

歳 入 合 計 328，272

千円

第13号 令和2年度徳島県県有林県行造林事業特別会計予算

初校

３９

令和2年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 県 有 林 県 行 造 林 事 業 費 328，272

1 県 有 林 県 行 造 林 事 業 費 328，272

歳 出 合 計 328，272

初校

千円

４０

令和2年2月議案



第14号 令和2年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算

令和2年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ80，912千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 収 入 80，912

1 繰 入 金 910

2 繰 越 金 71，580

3 諸 収 入 8，422

歳 入 合 計 80，912

千円

第14号 令和2年度徳島県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計予算

初校

４１

令和2年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 金 80，912

1 沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付 金 80，912

歳 出 合 計 80，912

初校

千円

４２

令和2年2月議案



第15号 令和2年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計予算

令和2年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ3，495，592千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 収 入 3，495，592

1 財 産 収 入 1，692，446

2 繰 入 金 500，000

3 繰 越 金 64，996

4 諸 収 入 150

千円

第15号 令和2年度徳島県公用地公共用地取得事業特別会計予算

初校

４３

令和2年2月議案



5 県 債 1，238，000

歳 入 合 計 3，495，592

歳 出

款 項 金 額

1 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 費 3，495，592

1 公 用 地 公 共 用 地 取 得 事 業 費 3，491，830

2 土 地 開 発 基 金 積 立 金 3，762

歳 出 合 計 3，495，592

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

公共用地取得事業 1，238，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

初校

千円

千円

４４

令和2年2月議案



第16号 令和2年度徳島県港湾等整備事業特別会計予算

令和2年度徳島県港湾等整備事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ3，140，890千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 港 湾 等 整 備 事 業 収 入 3，140，890

1 使 用 料 及 び 手 数 料 903，218

2 財 産 収 入 66，746

3 繰 入 金 820，000

4 繰 越 金 80，000

千円

第16号 令和2年度徳島県港湾等整備事業特別会計予算

初校

４５

令和2年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 港 湾 等 整 備 事 業 費 3，140，890

1 港 湾 等 整 備 事 業 費 2，674，288

2 徳島小松島港津田地区整備事業費 213，848

3 空 港 周 辺 整 備 事 業 費 252，754

歳 出 合 計 3，140，890

5 諸 収 入 21，926

6 県 債 1，249，000

歳 入 合 計 3，140，890

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

港湾等整備事業 1，049，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。徳島小松島港津田地区整備

事業 200，000

計 1，249，000

初校

千円

千円

４６

令和2年2月議案



第17号 令和2年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計予算

令和2年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ130，387千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 県 営 住 宅 敷 金 等 収 入 130，387

1 財 産 収 入 198

2 繰 越 金 120，311

3 諸 収 入 9，878

歳 入 合 計 130，387

千円

第17号 令和2年度徳島県県営住宅敷金等管理特別会計予算

初校

４７

令和2年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 県 営 住 宅 敷 金 等 運 営 費 130，387

1 県 営 住 宅 敷 金 運 営 費 130，387

歳 出 合 計 130，387

初校

千円

４８

令和2年2月議案



第18号 令和2年度徳島県奨学金貸付金特別会計予算

令和2年度徳島県奨学金貸付金特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ272，927千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 奨 学 金 収 入 272，927

1 財 産 収 入 1，241

2 繰 越 金 90，228

3 諸 収 入 181，458

歳 入 合 計 272，927

千円

第18号 令和2年度徳島県奨学金貸付金特別会計予算

初校

４９

令和2年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 奨 学 金 貸 付 金 272，927

1 奨 学 金 貸 付 金 272，927

歳 出 合 計 272，927

初校

千円

５０

令和2年2月議案



第19号 令和2年度徳島県証紙収入特別会計予算

令和2年度徳島県証紙収入特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ3，219，000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 証 紙 収 入 3，219，000

1 証 紙 収 入 2，514，507

2 繰 越 金 704，493

歳 入 合 計 3，219，000

千円

第19号 令和2年度徳島県証紙収入特別会計予算

初校

５１

令和2年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 繰 出 金 3，219，000

1 他 会 計 繰 出 金 3，219，000

歳 出 合 計 3，219，000

初校

千円

５２

令和2年2月議案



第20号 令和2年度徳島県公債管理特別会計予算

令和2年度徳島県公債管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ115，589，000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第230条第1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法

は，「第2表地方債」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 公 債 管 理 収 入 115，589，000

1 繰 入 金 71，923，000

2 県 債 43，666，000

歳 入 合 計 115，589，000

千円

第20号 令和2年度徳島県公債管理特別会計予算

初校

５３

令和2年2月議案



歳 出

款 項 金 額

1 公 債 費 115，589，000

1 公 債 費 115，589，000

歳 出 合 計 115，589，000

第2表 地 方 債

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

借換債 43，666，000 証書借入又は証券発行（他の地方公
共団体との共同発行を含む。）

年 5％以内 融資機関の融資条件による。ただし，必要
の生じた場合は全部若しくは一部繰上償還
し，又は借換えすることができる。

初校

千円

千円

５４

令和2年2月議案



第21号 令和2年度徳島県給与集中管理特別会計予算

令和2年度徳島県給与集中管理特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ30，958，622千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第1表歳入歳出予算」による。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算

歳 入

款 項 金 額

1 給 与 振 替 収 入 30，958，622

1 給 与 振 替 収 入 30，958，622

歳 入 合 計 30，958，622

千円

第21号 令和2年度徳島県給与集中管理特別会計予算

初校
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歳 出

款 項 金 額

1 給 与 費 30，958，622

1 給 与 費 30，958，622

歳 出 合 計 30，958，622

初校

千円

５６

令和2年2月議案



第22号 令和2年度徳島県病院事業会計予算

（総則）

第1条 令和2年度徳島県病院事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 病 床 数 790床

()2 年 間 患 者 数

入 院 213，890人

外 来 247，617人

()3 1 日 平 均 患 者 数

入 院 586人

外 来 1，019人

()4 主要な建設改良事業

病院増改築工事費 320，220千円

医療器械及び備品購入費 1，278，690千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 病 院 事 業 収 益 24，417，444千円

第1項 医 業 収 益 20，946，593千円

第2項 医 業 外 収 益 3，470，851千円

支 出

第1款 病 院 事 業 費 用 24，825，473千円

第1項 医 業 費 用 24，090，488千円

第22号 令和2年度徳島県病院事業会計予算

初校

５７
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第2項 医 業 外 費 用 734，985千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額1，058，486千円は，当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額4，908千円及び過年度分損益勘定留保資金1，053，578千円で補てんするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 7，359，454千円

第1項 企 業 債 1，528，000千円

第2項 負 担 金 829，256千円

第3項 他会計からの借入金 5，000，000千円

第4項 補 助 金 2，198千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 8，417，940千円

第1項 建 設 改 良 費 1，617，119千円

第2項 企 業 債 償 還 金 1，560，821千円

第3項 他会計からの借入金償還金 5，240，000千円

（企業債）

第5条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次のとおりと定める。

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

病院整備事業 1，528，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

千円

（一時借入金）

第6条 一時借入金の限度額は，5，000，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

初校

５８

令和2年2月議案



第7条 次に掲げる経費については，その経費の金額を，それ以外の経費の金額に流用し，又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は，議会の議

決を経なければならない。

()1 職 員 給 与 費 12，252，316千円

（たな卸資産の購入限度額）

第8条 たな卸資産の購入限度額は，5，740，000千円と定める。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校

５９

令和2年2月議案
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第23号 令和2年度徳島県電気事業会計予算

（総則）

第1条 令和2年度徳島県電気事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 供給電力量 水力発電所 329，800，000ｋＷｈ

太陽光発電所 4，677，000ｋＷｈ

()2 建設改良工事 既設設備改良工事 798，616千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 3，909，490千円

第1項 営 業 収 益 3，900，159千円

第2項 財 務 収 益 3，411千円

第3項 事 業 外 収 益 5，920千円

支 出

第1款 事 業 費 用 3，680，327千円

第1項 営 業 費 用 3，561，866千円

第2項 財 務 費 用 2千円

第3項 事 業 外 費 用 113，459千円

第4項 特 別 損 失 2，000千円

第5項 予 備 費 3，000千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額514，402千円は，当年度分消費税及び地方消費税

第23号 令和2年度徳島県電気事業会計予算

再校
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資本的収支調整額72，510千円，建設改良積立金354，560千円，水素エネルギー等導入加速積立金40，000千円及び過年度分損益勘定留保資金47，332千円で補て

んするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 324，314千円

第1項 固 定 資 産 売 却 代 1，014千円

第2項 他会計長期貸付金等返還金 304，867千円

第3項 そ の 他 収 入 18，433千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 838，716千円

第1項 建 設 改 良 費 798，616千円

第2項 投 資 100千円

第3項 一 般 会 計 繰 出 金 40，000千円

（債務負担行為）

第5条 債務負担行為をすることができる事項，期間及び限度額は，次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

川口発電所2号水車発電機修繕事業工事請負契約 令 和 3 年 度 448，347千円

明神ダム巻上機等取替事業工事請負契約 令 和 3 年 度 15，166千円

日野谷発電所法面補強事業工事請負契約 令 和 3 年 度 99，041千円

川口ダム第2駐車場拡張・造成事業工事請負契約 令 和 3 年 度 45，000千円

川口発電所荷下ろしクレーン取替事業工事請負契約 令 和 3 年 度 46，381千円

（一時借入金）

再校
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第6条 一時借入金の限度額は，1，500，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第7条 次に掲げる経費については，これらの経費の金額を，これらの経費のうち他の経費の金額に，若しくはこれら以外の経費の金額に流用し，又はこれら

以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は，議会の議決を経なければならない。

()1 職 員 給 与 費 1，050，390千円

()2 交 際 費 90千円

（たな卸資産の購入限度額）

第8条 たな卸資産の購入限度額は，10，000千円と定める。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
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64初校

令和2年2月議案



第24号 令和2年度徳島県工業用水道事業会計予算

（総則）

第1条 令和2年度徳島県工業用水道事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 給水事業所数 33 吉野川北岸工業用水道 22

阿南工業用水道 11

()2 年間総給水量 67，243，950㎥ 吉野川北岸工業用水道 38，591，450㎥

阿南工業用水道 28，652，500㎥

()3 1日平均給水量 184，230㎥ 吉野川北岸工業用水道 105，730㎥

阿南工業用水道 78，500㎥

()4 建設改良工事 吉野川北岸工業用水道改良工事 740，275千円

阿南工業用水道改良工事 31，329千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 1，243，555千円

第1項 営 業 収 益 1，185，427千円

第2項 営 業 外 収 益 58，128千円

支 出

第1款 事 業 費 用 1，197，125千円

第1項 営 業 費 用 1，142，071千円

第2項 営 業 外 費 用 55，054千円

（資本的収入及び支出）

第24号 令和2年度徳島県工業用水道事業会計予算

初校
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第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額431，420千円は，当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額66，030千円及び過年度分損益勘定留保資金365，390千円で補てんするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 525，231千円

第1項 固 定 資 産 売 却 代 1千円

第2項 補 助 金 78，300千円

第3項 他 会 計 長 期 借 入 金 400，000千円

第4項 そ の 他 収 入 46，930千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 956，651千円

第1項 建 設 改 良 費 771，604千円

第2項 企 業 債 償 還 金 118，380千円

第3項 他会計長期借入金償還金 66，667千円

（一時借入金）

第5条 一時借入金の限度額は，500，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第6条 次に掲げる経費については，これらの経費の金額を，これらの経費のうち他の経費の金額に，若しくはこれら以外の経費の金額に流用し，又はこれら

以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は，議会の議決を経なければならない。

()1 職 員 給 与 費 250，061千円

()2 交 際 費 10千円

（たな卸資産の購入限度額）

第7条 たな卸資産の購入限度額は，20，000千円と定める。

初校
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令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
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第25号 令和2年度徳島県土地造成事業会計予算

（総則）

第1条 令和2年度徳島県土地造成事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 工業用地の管理事業 1，091千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 7，955千円

第1項 営 業 収 益 7，740千円

第2項 営 業 外 収 益 215千円

支 出

第1款 事 業 費 用 1，470千円

第1項 営 業 費 用 1，469千円

第2項 営 業 外 費 用 1千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額400，000千円は，過年度分損益勘定留保資金

400，000千円で補てんするものとする。）。

支 出

第1款 資 本 的 支 出 400，000千円

第1項 投 資 400，000千円

（一時借入金）

第5条 一時借入金の限度額は，30，000千円と定める。

第25号 令和2年度徳島県土地造成事業会計予算

初校
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令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
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第26号 令和2年度徳島県駐車場事業会計予算

（総則）

第1条 令和2年度徳島県駐車場事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 収 容 台 数 525台

()2 建 設 改 良 工 事 既設設備改良工事 179，851千円

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 103，839千円

第1項 営 業 収 益 103，050千円

第2項 営 業 外 収 益 789千円

支 出

第1款 事 業 費 用 102，572千円

第1項 営 業 費 用 102，571千円

第2項 営 業 外 費 用 1千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額179，086千円は，過年度分損益勘定留保資金

179，086千円で補てんするものとする。）。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 765千円

第1項 固 定 資 産 売 却 代 765千円

支 出

第26号 令和2年度徳島県駐車場事業会計予算
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第1款 資 本 的 支 出 179，851千円

第1項 建 設 改 良 費 179，851千円

（一時借入金）

第5条 一時借入金の限度額は，300，000千円と定める。

（たな卸資産の購入限度額）

第6条 たな卸資産の購入限度額は，1，000千円と定める。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

初校
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第27号 令和2年度徳島県流域下水道事業会計予算

（総則）

第1条 令和2年度徳島県流域下水道事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条 業務の予定量は，次のとおりとする。

()1 流 域 関 連 市 町 数 5市町

()2 年 間 総 処 理 水 量 2，205，000㎥

()3 1 日 平 均 処 理 水 量 6，041㎥

（収益的収入及び支出）

第3条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 事 業 収 益 998，966千円

第1項 営 業 収 益 306，577千円

第2項 営 業 外 収 益 692，389千円

支 出

第1款 事 業 費 用 998，966千円

第1項 営 業 費 用 859，346千円

第2項 営 業 外 費 用 129，070千円

第3項 特 別 損 失 10，550千円

（資本的収入及び支出）

第4条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第1款 資 本 的 収 入 527，660千円

第1項 企 業 債 274，000千円

第27号 令和2年度徳島県流域下水道事業会計予算
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第2項 補 助 金 215，460千円

第3項 負 担 金 38，200千円

支 出

第1款 資 本 的 支 出 527，660千円

第1項 企 業 債 償 還 金 489，460千円

第2項 他会計長期借入金償還金 38，200千円

（特例的収入及び支出）

第4条の2 地方公営企業法施行令（昭和27年政令第403号）第4条第4項の規定により当該事業年度に属する債権及び債務として整理する未収金及び未払金

の金額は，それぞれ30，871千円及び35，298千円である。

（企業債）

第5条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次のとおりと定める。

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

流域下水道整備事業 274，000 証書借入又は証券発
行

年5％以内（ただし，利率見直し方
式で借り入れる資金について，利率
の見直しを行った後においては，当
該見直し後の利率）

融資機関の融資条件による。ただ
し，必要の生じた場合は全部若し
くは一部繰上償還し，又は借換え
することができる。

千円

（一時借入金）

第6条 一時借入金の限度額は，350，000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第7条 次に掲げる経費については，その経費の金額を，それ以外の経費の金額に流用し，又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は，議会の議

決を経なければならない。

()1 職 員 給 与 費 17，919千円

（他会計からの補助金）

第8条 一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は，354，772千円である。

再校
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令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門
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徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 五 十 七 の 項 の ロ 中 「 又 は 圧 縮 天 然 ガ ス 自 動 車 燃 料 装 置 用 容 器 」 を 「 、 圧 縮 天 然 ガ ス 自 動 車 燃 料 装 置 用 容 器 又 は 圧 縮 水 素 自 動 車 燃 料 装 置 用 容 器 」 に

改 め る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 方 公 共 団 体 の 手 数 料 の 標 準 に 関 す る 政 令 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 圧 縮 水 素 自 動 車 燃 料 装 置 用 容 器 に 係 る 容 器 検 査 等 の 手 数 料 の 額 を 定 め る 必 要 が あ

る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 二 十 八 号
徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 二 十 八 号 徳 島 県 危 機 管 理 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 に 係 る 震 災 に 強 い 社 会 づ く り 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 に 係 る 震 災 に 強 い 社 会 づ く り 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 号 中 「 震 災 か ら の 」 の 下 に 「 迅 速 か つ 円 滑 な 」 を 加 え 、 同 条 中 第 五 号 を 第 七 号 と し 、 第 四 号 を 第 六 号 と し 、 第 三 号 を 第 五 号 と し 、 第 二 号 の 次 に 次

の 二 号 を 加 え る 。

三 事 前 復 興 震 災 か ら の 迅 速 か つ 円 滑 な 復 旧 及 び 復 興 を 図 る た め の 被 災 前 か ら の 様 々 な 準 備 及 び 実 践 を い う 。

四 再 度 災 害 防 止 被 災 後 、 同 等 の 規 模 の 地 震 、 津 波 等 に よ り 、 再 び 同 様 の 災 害 を 発 生 さ せ な い こ と を い う 。

第 三 条 第 一 項 中 「 及 び 」 を 「 、 」 に 改 め 、 「 を い う 。 ） 」 の 下 に 「 及 び 事 前 復 興 」 を 、 「 県 民 経 済 」 の 下 に 「 及 び 地 域 社 会 」 を 、 「 並 び に 」 の 下 に 「 再 度 災 害 防 止

の 観 点 に よ り 、 」 を 加 え 、 「 速 や か な 」 を 「 迅 速 か つ 円 滑 な 復 旧 及 び 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 男 女 共 同 参 画 等 」 を 「 男 女 共 同 参 画 、 地 方 創 生 等 」 に 、 「 視 点 及

び 」 を 「 視 点 、 」 に 改 め 、 「 人 権 」 の 下 に 「 並 び に 地 域 社 会 の 維 持 、 再 生 及 び 育 成 」 を 加 え る 。

第 十 六 条 第 一 項 中 「 並 び に 」 を 「 、 」 に 改 め 、 「 防 災 訓 練 」 と い う 。 ） 」 の 下 に 「 並 び に 事 前 復 興 の 取 組 」 を 加 え る 。

第 二 十 二 条 第 一 項 中 「 及 び 防 災 訓 練 」 を 「 、 防 災 訓 練 及 び 事 前 復 興 の 取 組 」 に 改 め る 。

第 二 十 五 条 中 「 並 び に 防 災 訓 練 」 を 「 、 防 災 訓 練 並 び に 事 前 復 興 の 取 組 」 に 改 め る 。

第 二 十 六 条 第 三 項 中 「 防 災 訓 練 」 の 下 に 「 及 び 事 前 復 興 の 取 組 」 を 加 え る 。

第 二 十 八 条 及 び 第 三 十 条 第 二 項 中 「 及 び 防 災 訓 練 」 を 「 、 防 災 訓 練 及 び 事 前 復 興 の 取 組 」 に 改 め る 。

第 三 十 二 条 第 三 項 中 「 防 災 訓 練 」 の 下 に 「 及 び 事 前 復 興 の 取 組 」 を 加 え る 。

第 三 十 五 条 第 一 項 中 「 及 び 防 災 訓 練 」 を 「 、 防 災 訓 練 及 び 事 前 復 興 の 取 組 」 に 改 め る 。

第 二 十 九 号
徳 島 県 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 に 係 る 震 災 に 強 い 社 会 づ く り 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 に 係 る 震 災 に 強 い 社 会 づ く り 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 二 十 九 号 徳 島 県 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 に 係 る 震 災 に 強 い 社 会 づ く り 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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第 七 十 八 条 及 び 第 七 十 九 条 中 「 再 生 」 を 「 維 持 、 再 生 及 び 育 成 」 に 改 め る 。

第 八 十 三 条 中 第 二 項 を 第 四 項 と し 、 同 条 第 一 項 中 「 図 り な が ら 」 の 下 に 「 、 再 度 災 害 防 止 の 観 点 に よ り 」 を 、 「 計 画 的 」 の 下 に 「 、 迅 速 」 を 加 え 、 同 項 を 同

条 第 三 項 と し 、 同 条 に 第 一 項 及 び 第 二 項 と し て 次 の 二 項 を 加 え る 。

県 は 、 震 災 か ら の 復 旧 及 び 復 興 を 計 画 的 、 迅 速 か つ 円 滑 に 推 進 す る た め の 体 制 を 構 築 す る も の と す る 。

2 県 は 、 大 規 模 災 害 か ら の 復 興 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 五 十 五 号 ） 第 二 条 第 一 号 に 規 定 す る 特 定 大 規 模 災 害 が 発 生 し た 場 合 に お い て 、 政 府 が 同 条

第 二 号 に 規 定 す る 復 興 基 本 方 針 を 定 め た と き は 、 同 法 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 同 方 針 に 即 し て 、 復 興 の た め の 施 策 に 関 す る 方 針 を 速 や か に 定 め る も の と

す る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

震 災 か ら の 迅 速 か つ 円 滑 な 復 旧 及 び 復 興 を 図 る た め に は 、 事 前 復 興 の 推 進 が 重 要 で あ る こ と に 鑑 み 、 そ の 取 組 の 一 層 の 促 進 を 図 り 、 も っ て 震 災 に 強 い 社 会 の

実 現 に 寄 与 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校
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公 衆 浴 場 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

公 衆 浴 場 法 施 行 条 例 （ 昭 和 六 十 年 徳 島 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 六 号 中 「 場 合 は 」 の 下 に 「 、 浴 槽 水 中 の 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 が 規 則 で 定 め る 基 準 に 適 合 す る よ う 努 め る と と も に 」 を 、 「 結 果 を 」 の 下 に 「 当 該 測 定 の

日 か ら 」 を 加 え 、 同 条 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

十 六 浴 槽 に 水 が あ る 時 は 、 ろ 過 器 及 び 消 毒 装 置 を 常 に 作 動 さ せ る こ と 。

第 六 条 第 一 項 第 十 一 号 中 「 設 備 の 」 を 「 設 備 を 設 置 す る 場 合 に あ つ て は 、 連 日 使 用 し て い る 浴 槽 水 を 用 い る 構 造 で な く 、 か つ 、 点 検 、 清 掃 及 び 排 水 を 容 易 に

行 う こ と が で き 、 」 に 改 め 、 「 土 ぼ こ り 」 の 下 に 「 、 浴 槽 水 等 」 を 加 え 、 同 項 に 次 の 三 号 を 加 え る 。

十 八 水 位 計 を 設 置 す る 場 合 は 、 当 該 水 位 計 は 、 配 管 内 を 洗 浄 で き 、 若 し く は 消 毒 で き る 構 造 又 は 配 管 等 を 要 し な い セ ン サ ー 方 式 で あ る こ と 。

十 九 配 管 内 の 浴 槽 水 を 完 全 に 排 水 で き る よ う な 構 造 と す る こ と 。

二 十 調 節 箱 を 設 置 す る 場 合 は 、 清 掃 し や す い 構 造 と し 、 レ ジ オ ネ ラ 属 菌 が 発 生 し な い よ う 、 薬 剤 注 入 口 を 設 け る 等 に よ り 塩 素 消 毒 等 が 行 え る よ う に す る こ

と 。
附 則

1 こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 公 衆 浴 場 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 九 号 ） 第 二 条 第 一 項 の 許 可 を 受 け て 浴 場 業 を 営 ん で い る 者 に 係 る 公 衆 浴 場 に つ い て は 、 当

該 公 衆 浴 場 の 改 築 又 は 増 築 が 行 わ れ る ま で の 間 は 、 改 正 後 の 第 六 条 第 一 項 第 十 一 号 及 び 第 十 八 号 か ら 第 二 十 号 ま で の 規 定 は 、 適 用 し な い 。

第 三 十 号

公 衆 浴 場 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

公 衆 浴 場 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 号 公 衆 浴 場 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

再校
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提 案 理 由

公 衆 浴 場 に お け る 衛 生 等 管 理 に 関 す る 国 の 要 領 が 改 め ら れ た こ と に 鑑 み 、 入 浴 者 の 衛 生 に 必 要 な 措 置 及 び 公 衆 浴 場 の 構 造 設 備 の 基 準 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行

う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校
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食 品 衛 生 法 施 行 条 例 及 び 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 を 削 り 、 第 一 条 の 二 を 第 二 条 と す る 。

第 三 条 中 「 別 表 第 三 」 を 「 別 表 」 に 改 め る 。

別 表 第 一 及 び 別 表 第 二 を 削 り 、 別 表 第 三 を 別 表 と す る 。

（ 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 （ 平 成 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 百 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 二 条 第 三 項 第 四 号 及 び 第 十 三 条 第 一 項 第 一 号 中 「 第 十 一 条 第 一 項 」 を 「 第 十 三 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

第 十 七 条 第 一 項 第 一 号 中 「 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 七 号 ） 別 表 第 二 」 を 「 食 品 衛 生 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 二 十 三

号 ） 別 表 第 十 七 及 び 別 表 第 十 八 の 第 一 号 か ら 第 七 号 ま で 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 第 九 条 」 を 「 第 九 条 第 二 項 」 に 、 「 第 七 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 」 を 「 第

七 条 第 一 項 及 び 第 二 項 に 定 め る 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 別 表 第 四 」 を 「 別 表 第 三 及 び 別 表 第 四 の 第 一 号 か ら 第 七 号 ま で 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

第 三 十 一 号
食 品 衛 生 法 施 行 条 例 及 び 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

食 品 衛 生 法 施 行 条 例 及 び 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 一 号 食 品 衛 生 法 施 行 条 例 及 び 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校
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2 食 品 衛 生 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 三 十 年 法 律 第 四 十 六 号 ） 附 則 第 五 条 の 規 定 に よ り 同 条 に 規 定 す る 公 衆 衛 生 上 必 要 な 措 置 の 基 準 と な る 同 条 に 規 定

す る 旧 食 品 衛 生 法 第 五 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る 基 準 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

3 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 徳 島 県 食 の 安 全 安 心 推 進 条 例 第 十 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 公 衆 衛 生 上 の 措 置 に 係 る 基 準 に つ い て は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 か ら 起

算 し て 一 年 間 は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 徳 島 県 食 品 表 示 の 適 正 化 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

4 徳 島 県 食 品 表 示 の 適 正 化 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 九 条 中 「 別 表 第 三 の 第 一 」 を 「 別 表 の 第 一 」 に 改 め る 。

提 案 理 由

食 品 衛 生 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 営 業 の 施 設 の 衛 生 的 な 管 理 そ の 他 公 衆 衛 生 上 必 要 な 措 置 に 関 す る 基 準 が 厚 生 労 働 省 令 で 定 め ら れ た こ と 等 に 伴 い 、 関 係 条 例

に つ い て 所 要 の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校

８４

令和2年2月議案



徳 島 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 及 び 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

目 次 中 「 動 物 愛 護 監 視 員 」 を 「 動 物 愛 護 管 理 監 視 員 」 に 改 め る 。

第 二 条 第 二 号 中 「 第 二 十 六 条 第 一 項 」 を 「 第 二 十 五 条 の 二 」 に 改 め る 。

「 第 五 節 動 物 愛 護 監 視 員 」 を 「 第 五 節 動 物 愛 護 管 理 監 視 員 」 に 改 め る 。

第 十 八 条 中 「 第 三 十 四 条 第 一 項 」 を 「 第 三 十 七 条 の 三 第 一 項 」 に 、 「 第 二 十 四 条 の 四 」 を 「 第 二 十 四 条 の 四 第 一 項 」 に 改 め 、 「 含 む 。 ） 」 の 下 に 「 、 第 二 十 四

条 の 二 第 三 項 、 第 二 十 五 条 第 五 項 」 を 加 え 、 「 動 物 愛 護 監 視 員 」 を 「 動 物 愛 護 管 理 監 視 員 」 に 改 め る 。

（ 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 一 項 第 十 七 号 中 「 第 二 十 四 条 の 四 」 を 「 第 二 十 四 条 の 四 第 一 項 」 に 、 「 若 し く は 」 を 「 、 第 二 十 四 条 の 二 第 三 項 、 第 二 十 五 条 第 五 項 若 し く は 」 に

改 め る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

第 三 十 二 号
徳 島 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 及 び 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 及 び 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う

に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 二 号 徳 島 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 及 び 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校

８５

令和2年2月議案



提 案 理 由

動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 動 物 の 適 正 飼 養 の た め の 規 制 が 強 化 さ れ た こ と 等 に 伴 い 、 関 係 条 例 に つ い て 所 要 の 整 備 を 行 う 必 要 が あ

る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校

８６

令和2年2月議案



徳 島 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 二 十 四 年 徳 島 県 条 例 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 の 表 知 事 の 事 務 部 局 の 職 員 の 項 中 「 三 、 四 七 二 人 」 を 「 三 、 四 三 九 人 」 に 改 め 、 同 表 病 院 局 の 職 員 の 項 中 「 九 八 五 人 」 を 「 一 、 〇 八 〇 人 」 に 改

め 、 同 表 教 育 委 員 会 の 事 務 部 局 の 職 員 の 項 中 「 二 五 ○ 人 」 を 「 一 八 八 人 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

県 立 病 院 の 医 療 従 事 者 を 増 員 す る こ と に よ り 、 そ の 医 療 の 充 実 を 図 る た め 、 病 院 局 の 職 員 の 定 数 を 改 め る と と も に 、 知 事 が 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設

を 所 管 す る こ と に 伴 い 、 知 事 の 事 務 部 局 の 職 員 の 定 数 を 改 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 三 号
徳 島 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 三 号 徳 島 県 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

三校

８７

令和2年2月議案
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徳 島 県 部 等 設 置 条 例 及 び 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 徳 島 県 部 等 設 置 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 徳 島 県 部 等 設 置 条 例 （ 昭 和 五 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 第 一 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

一 危 機 管 理 環 境 部

第 一 条 第 四 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

四 未 来 創 生 文 化 部

第 二 条 第 一 号 中 「 危 機 管 理 部 」 を 「 危 機 管 理 環 境 部 」 に 改 め 、 同 号 ロ 中 「 南 海 地 震 対 策 」 を 「 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 等 対 策 」 に 改 め 、 同 号 ハ 中 「 防 災 」 の 下

に 「 及 び 減 災 」 を 加 え 、 同 号 に 次 の よ う に 加 え る 。

ニ 環 境 の 保 全 及 び 創 造 に 関 す る こ と 。

第 二 条 第 四 号 中 「 県 民 環 境 部 」 を 「 未 来 創 生 文 化 部 」 に 改 め 、 同 号 イ 中 「 県 民 活 動 」 を 「 多 様 な 主 体 の 連 携 及 び 協 働 に よ る 活 動 」 に 、 「 及 び 」 を 「 並 び に 」

に 改 め 、 同 号 中 ロ を 削 り 、 ハ を ロ と し 、 ニ を ハ と し 、 同 号 に 次 の よ う に 加 え る 。

ニ 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 に 関 す る こ と 。

（ 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 条 例 （ 平 成 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 中 「 徳 島 県 教 育 委 員 会 （ 以 下 「 教 育 委 員 会 」 と い う 。 ） 」 を 「 知 事 」 に 改 め る 。

第 三 十 四 号
徳 島 県 部 等 設 置 条 例 及 び 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 部 等 設 置 条 例 及 び 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 四 号 徳 島 県 部 等 設 置 条 例 及 び 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

三校

８９

令和2年2月議案



第 七 条 第 一 項 及 び 第 四 項 中 「 教 育 委 員 会 」 を 「 知 事 」 に 改 め 、 同 条 第 七 項 中 「 教 育 委 員 会 規 則 」 を 「 規 則 」 に 改 め る 。

第 八 条 （ 見 出 し を 含 む 。 ） 中 「 教 育 委 員 会 規 則 」 を 「 規 則 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

2 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 条 例 （ 以 下 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定

に よ り 徳 島 県 教 育 委 員 会 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 旧 条 例 の 規 定 に よ り 徳 島 県 教 育 委 員 会 に 対 し て さ れ て い る 申 請 そ の 他 の 行 為

は 、 同 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 知 事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は 知 事 に 対 し

て さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 と み な す 。

3 施 行 日 の 前 日 に お い て 旧 条 例 第 七 条 第 三 項 及 び 第 四 項 に 規 定 す る 各 協 議 会 の 委 員 で あ る 者 は 、 施 行 日 に 、 新 条 例 第 七 条 第 三 項 及 び 第 四 項 の 規 定 に よ り 、 各

協 議 会 の 委 員 と し て 任 命 さ れ た も の と み な す 。 こ の 場 合 に お い て 、 そ の 任 命 さ れ た も の と み な さ れ る 委 員 の 任 期 は 、 同 条 第 五 項 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、 徳

島 県 立 図 書 館 協 議 会 の 委 員 に あ っ て は 令 和 二 年 十 月 三 十 一 日 ま で 、 そ の 他 の 協 議 会 の 委 員 に あ っ て は 令 和 三 年 五 月 三 十 一 日 ま で と す る 。

提 案 理 由

地 球 温 暖 化 に 起 因 す る 自 然 災 害 の 頻 発 化 、 激 甚 化 等 の 本 県 が 直 面 す る 課 題 の 解 決 を 図 る と と も に 、 知 事 が 徳 島 県 文 化 の 森 総 合 公 園 文 化 施 設 を 所 管 す る こ と に

よ り 社 会 教 育 施 設 の 観 光 振 興 等 へ の 活 用 を 推 進 す る こ と と し 、 こ う し た 施 策 の 効 果 を 最 大 限 に 発 揮 す る 組 織 体 制 を 構 築 す る た め 、 危 機 管 理 部 を 危 機 管 理 環 境 部

に 、 県 民 環 境 部 を 未 来 創 生 文 化 部 に そ れ ぞ れ 改 組 す る と と も に 、 当 該 文 化 施 設 に 関 す る 条 例 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出

す る 理 由 で あ る 。

四校

９０

令和2年2月議案



徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 二 項 の 表 四 十 二 の 項 中 「 徳 島 市 」 を 「 徳 島 市 鳴 門 市 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 方 自 治 法 の 規 定 に よ る 市 町 村 の 長 と の 協 議 に 基 づ き 、 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 一 部 を 市 町 村 が 処 理 す る こ と と す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提

出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 五 号
徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 五 号 徳 島 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校

９１

令和2年2月議案



92初校

令和2年2月議案



議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 中 「 定 め る 者 」 を 「 掲 げ る 者 」 に 、 「 掲 げ る 額 」 を 「 定 め る 額 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

五 給 料 を 支 給 さ れ る 職 員 法 第 二 条 第 四 項 に 規 定 す る 平 均 給 与 額 の 例 に よ り 実 施 機 関 が 知 事 と 協 議 し て 定 め る 額

附 則

1 こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 改 正 後 の 第 五 条 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 発 生 し た 事 故 に 起 因 す る 公 務 上 の 災 害 又 は 通 勤 に よ る 災 害 に 係 る 補 償 に つ い て 適 用 す る 。

提 案 理 由

地 方 公 務 員 法 及 び 地 方 自 治 法 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 会 計 年 度 任 用 職 員 制 度 が 創 設 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 備 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出

す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 六 号
議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 六 号 議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 十 三 条 の 十 八 第 一 項 中 「 第 三 条 第 一 項 」 を 「 第 三 条 」 に 改 め る 。

附 則 第 十 項 中 「 令 和 三 年 三 月 三 十 一 日 」 を 「 令 和 八 年 三 月 三 十 一 日 」 に 改 め る 。

附 則 第 二 十 一 項 第 二 号 中 「 第 四 十 一 条 」 を 「 第 四 十 一 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 五 十 三 条 の 十 八 第 一 項 の 改 正 規 定 は 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 、 附 則 第 二 十 一 項 第 二 号 の 改 正 規 定 は 道 路 運 送 車

両 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 元 年 法 律 第 十 四 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

県 土 強 じ ん 化 の 推 進 、 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク 整 備 及 び 産 業 活 性 化 策 の た め の 財 源 を 確 保 す る 必 要 が あ る こ と に 鑑 み 、 法 人 の 県 民 税 の 法 人 税 割 の 税 率 の 特 例 に つ い

て 適 用 期 間 の 延 長 を 行 う 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 七 号
徳 島 県 税 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 七 号 徳 島 県 税 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 次 世 代 は ぐ く み 未 来 創 造 基 金 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 徳 島 県 の 未 来 を 創 造 す る 次 世 代 の 人 材 を 育 み 、 人 口 減 少 を 克 服 す る た め に 、 県 民 の 結 婚 、 妊 娠 ・ 出 産 及 び 子 育 て に 対 す る 支 援 そ の 他 の 次 世 代 育 成 並 び

に 地 方 創 生 に 資 す る 事 業 に 要 す る 経 費 に 充 て る た め 、 徳 島 県 次 世 代 は ぐ く み 未 来 創 造 基 金 （ 以 下 「 基 金 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。

（ 積 立 額 ）

第 二 条 基 金 と し て 積 み 立 て る 額 は 、 予 算 で 定 め る 額 と す る 。

（ 管 理 ）

第 三 条 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 確 実 か つ 有 利 な 方 法 に よ り 保 管 し な け れ ば な ら な い 。

2 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 必 要 に 応 じ 、 確 実 か つ 有 利 な 有 価 証 券 に 代 え る こ と が で き る 。

（ 運 用 益 金 の 処 理 ）

第 四 条 基 金 の 運 用 か ら 生 ず る 収 益 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 し て 、 こ の 基 金 に 編 入 す る も の と す る 。

（ 繰 替 運 用 ）

第 五 条 知 事 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 確 実 な 繰 戻 し の 方 法 、 期 間 及 び 利 率 を 定 め て 基 金 に 属 す る 現 金 を 歳 計 現 金 に 繰 り 替 え て 運 用 す る こ と が で

き る 。

（ 処 分 ）

第 六 条 基 金 は 、 第 一 条 に 規 定 す る 事 業 の 財 源 に 充 て る 場 合 に 限 り 、 処 分 す る こ と が で き る 。

第 三 十 八 号
徳 島 県 次 世 代 は ぐ く み 未 来 創 造 基 金 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 次 世 代 は ぐ く み 未 来 創 造 基 金 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 八 号 徳 島 県 次 世 代 は ぐ く み 未 来 創 造 基 金 条 例 の 制 定 に つ い て
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（ 委 任 ）

第 七 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 基 金 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 徳 島 県 少 子 化 対 策 緊 急 強 化 基 金 条 例 の 廃 止 ）

2 徳 島 県 少 子 化 対 策 緊 急 強 化 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 七 号 ） は 、 廃 止 す る 。

（ 徳 島 県 少 子 化 対 策 緊 急 強 化 基 金 条 例 の 廃 止 に 伴 う 経 過 措 置 ）

3 前 項 の 規 定 に よ る 廃 止 前 の 徳 島 県 少 子 化 対 策 緊 急 強 化 基 金 条 例 に よ る 徳 島 県 少 子 化 対 策 緊 急 強 化 基 金 は 、 こ の 条 例 に よ る 基 金 と み な す 。

提 案 理 由

徳 島 県 の 未 来 を 創 造 す る 次 世 代 の 人 材 を 育 み 、 人 口 減 少 を 克 服 す る た め に 、 県 民 の 結 婚 、 妊 娠 ・ 出 産 及 び 子 育 て に 対 す る 支 援 そ の 他 の 次 世 代 育 成 並 び に 地 方

創 生 に 資 す る 事 業 に 要 す る 経 費 に 充 て る た め 、 徳 島 県 次 世 代 は ぐ く み 未 来 創 造 基 金 を 設 置 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 生 活 環 境 保 全 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 生 活 環 境 保 全 条 例 （ 平 成 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 十 六 そ の 十 の 3 の 表 中 「中央卸売市場又は地方卸売市場 」 を 「卸売市場 」 に 改 め 、 同 そ の 十 の 3 の 表 の 備 考 第 二 項 中 「，第69号の3 」 を 削 る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 六 月 二 十 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

水 質 汚 濁 防 止 法 施 行 令 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 十 九 号
徳 島 県 生 活 環 境 保 全 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 生 活 環 境 保 全 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 十 九 号 徳 島 県 生 活 環 境 保 全 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 そ の 二 の 表 中
「

放 送 設 備

一 式 半 日 四 六 ○ 円

一 式 一 日 七 ○ ○ 円 」
を

「
放 送 設 備

一 式 半 日 四

一 式 一 日 七

冷 暖 房 施 設

柔 道 場 一 時 間 一 、 六

剣 道 場 一 時 間 一 、 八

六 ○ 円

○ ○ 円

三 ○ 円

三 ○ 円 」
に 改 め 、 同 表 の 備 考 第 二 項 中 「 の 生 徒 」 の 下 に 「 及 び こ れ に 準 ず る 者 」 を 加 え 、 同 備 考 に 次 の よ う に 加 え る 。

9 そ の 二 の 表 の 一 時 間 の 項 の 規 定 を 適 用 す る 場 合 に お い て は 、 一 時 間 に 満 た な い 利 用 時 間 及 び 一 時 間 に 満 た な い 端 数 の 利 用 時 間 は 、 そ れ ぞ れ 一 時 間 と し

て 計 算 す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

第 四 十 号

徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 号 徳 島 県 立 中 央 武 道 館 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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提 案 理 由

徳 島 県 立 中 央 武 道 館 に 冷 暖 房 施 設 を 新 設 す る こ と に 伴 い 、 使 用 料 の 額 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行 う 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 四 十 七 の 項 中 「 及 び 毒 物 及 び 劇 物 取 締 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 年 政 令 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 三 十 六 条 の 七 第 一 項 」 及 び 「 （ 同 項 第 一 号 に 規 定 す る 登 録 に

限 る 。 五 十 の 項 及 び 五 十 四 の 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 削 り 、 同 表 の 四 十 八 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

四 十 八 削 除

別 表 第 一 の 四 十 九 の 項 中 「 第 四 条 第 三 項 」 を 「 第 四 条 第 二 項 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 の 項 中 「 第 四 条 第 四 項 及 び 毒 物 及 び 劇 物 取 締 法 施 行 令 第 三 十 六 条 の 七 第 一

項 」 を 「 第 四 条 第 三 項 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 一 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

五 十 一 削 除

別 表 第 一 の 五 十 二 の 項 中 「 第 四 条 第 四 項 」 を 「 第 四 条 第 三 項 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 四 の 項 中 「 及 び 毒 物 及 び 劇 物 取 締 法 施 行 令 第 三 十 六 条 の 七 第 一 項 」 を 削 り 、

同 表 の 五 十 五 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

五 十 五 削 除

別 表 第 一 の 五 十 六 の 項 及 び 五 十 七 の 項 中 「 劇 物 の 」 の 下 に 「 製 造 業 、 輸 入 業 又 は 」 を 加 え る 。

附 則

第 四 十 一 号
徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 一 号 徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

毒 物 及 び 劇 物 取 締 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 毒 物 又 は 劇 物 の 原 体 の 製 造 業 又 は 輸 入 業 の 登 録 等 に 係 る 事 務 及 び 権 限 が 厚 生 労 働 大 臣 か ら 都 道 府 県 知 事 に 移 譲 さ れ

た こ と に 伴 い 、 当 該 登 録 等 の 申 請 に 対 す る 審 査 等 に 係 る 手 数 料 を 定 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校
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徳 島 県 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 年 徳 島 県 条 例 第 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 十 万 分 の 四 十 」 を 「 十 万 分 の 三 十 八 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

前 期 高 齢 者 交 付 金 及 び 後 期 高 齢 者 医 療 の 国 庫 負 担 金 の 算 定 等 に 関 す る 政 令 の 規 定 に 基 づ き 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 財 政 安 定 化 基 金 拠 出 率 が 改 め ら れ た こ と に 鑑

み 、 こ れ を 標 準 と し て 条 例 で 定 め る 割 合 を 改 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 二 号
徳 島 県 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 二 号 徳 島 県 後 期 高 齢 者 医 療 財 政 安 定 化 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 二 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。

た だ し 、 入 学 料 の 納 付 後 に お い て 、 大 学 等 に お け る 修 学 の 支 援 に 関 す る 法 律 （ 令 和 元 年 法 律 第 八 号 ） 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 授 業 料 等 減 免 対 象 者 （ 以 下 「 減

免 対 象 者 」 と い う 。 ） と し て 入 学 料 が 減 免 さ れ た 場 合 は 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 還 付 す る こ と が で き る 。

第 七 条 第 一 項 中 「 金 額 」 の 下 に 「 （ 減 免 対 象 者 に あ っ て は 、 そ れ ぞ れ の 金 額 か ら 当 該 減 免 対 象 者 に 対 す る 減 免 の 額 を 減 じ た 金 額 ） 」 を 加 え る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

大 学 等 に お け る 修 学 の 支 援 に 関 す る 法 律 が 制 定 さ れ 、 授 業 料 等 の 減 免 の 制 度 が 設 け ら れ た こ と に 伴 い 、 徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校 の 授 業 料 等 の 納 付 に つ い て 所 要

の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 三 号
徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 三 号 徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の 四 十 六 の 項 中 「 第 十 条 」 を 「 第 六 十 九 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 表 の 四 十 七 の 項 中 「 第 十 四 条 第 四 項 （ 同 条 第 七 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 「 第

七 十 二 条 第 六 項 」 に 改 め 、 同 表 の 四 十 八 の 項 中 「 第 二 十 二 条 第 一 項 」 を 「 第 七 十 六 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 表 の 四 十 九 の 項 中 「 第 二 十 四 条 第 二 項 」 を 「 第 七 十 八

条 第 二 項 」 に 、 「 定 置 漁 業 権 又 は 区 画 漁 業 権 」 を 「 個 別 漁 業 権 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 の 項 中 「 第 二 十 六 条 第 一 項 た だ し 書 」 を 「 第 七 十 九 条 第 一 項 た だ し 書 」 に 、

「 定 置 漁 業 権 又 は 区 画 漁 業 権 」 を 「 個 別 漁 業 権 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 一 の 項 中 「 第 三 十 六 条 第 一 項 （ 同 条 第 四 項 」 を 「 第 八 十 八 条 第 一 項 （ 同 条 第 五 項 」 に 改 め 、

同 表 の 五 十 二 の 項 中 「 第 六 十 五 条 第 一 項 又 は 第 六 十 六 条 第 一 項 」 を 「 第 五 十 七 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 三 の 項 中 「 第 六 十 五 条 第 一 項 又 は 第 六 十 六 条 第 一

項 」 を 「 第 五 十 八 条 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 同 法 第 四 十 七 条 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 又 は 漁 業 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 法 律 （ 平 成 三 十 年 法 律 第 九 十 五 号 ） の 施 行 の 日 の い ず れ か 遅 い 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

漁 業 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 四 号
徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 四 号 徳 島 県 農 林 水 産 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 四 条 第 二 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。

た だ し 、 入 学 料 の 納 付 後 に お い て 、 大 学 等 に お け る 修 学 の 支 援 に 関 す る 法 律 （ 令 和 元 年 法 律 第 八 号 ） 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 授 業 料 等 減 免 対 象 者 （ 以 下 「 減

免 対 象 者 」 と い う 。 ） と し て 入 学 料 が 減 免 さ れ た 場 合 は 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 還 付 す る こ と が で き る 。

第 十 五 条 第 一 項 中 「 十 一 万 八 千 八 百 円 」 の 下 に 「 （ 減 免 対 象 者 に あ っ て は 、 十 一 万 八 千 八 百 円 か ら 当 該 減 免 対 象 者 に 対 す る 減 免 の 額 を 減 じ た 額 ） 」 を 加 え る 。

別 表 第 二 の 六 次 産 業 化 研 究 室 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

講 堂 午 前 二 、 一 ○ ○ 円

午 後 二 、 八 一 ○ 円

講 義 室 午 前 一 、 二 七 ○ 円

午 後 一 、 六 九 ○ 円

第 一 研 修 室 午 前 九 五 ○ 円

午 後 一 、 二 七 ○ 円

第 二 研 修 室 午 前 一 、 一 一 ○ 円

第 四 十 五 号
徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め

る 。
令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 五 号 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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午 後 一 、 四 八 ○ 円

会 議 室 午 前 一 、 五 八 ○ 円

午 後 二 、 一 一 ○ 円

別 表 第 二 の 備 考 に 次 の よ う に 加 え る 。

4 第 一 研 修 室 又 は 第 二 研 修 室 を フ ィ ー ル ド ワ ー ク 活 動 等 の た め の 宿 泊 に 利 用 す る 場 合 に お い て は 、 午 後 五 時 か ら 翌 日 の 午 前 九 時 ま で の 間 の 利 用 に 係 る 使

用 料 の 額 は 、 一 人 五 百 五 十 円 と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 二 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 起 算 し て 六 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日 か ら 施

行 す る 。

提 案 理 由

大 学 等 に お け る 修 学 の 支 援 に 関 す る 法 律 が 制 定 さ れ 、 授 業 料 等 の 減 免 の 制 度 が 設 け ら れ た こ と に 伴 い 、 農 業 大 学 校 の 授 業 料 等 の 納 付 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行

う と と も に 、 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合 技 術 支 援 セ ン タ ー に お い て 新 た に 農 業 関 係 の 施 設 を 供 用 す る こ と に 伴 い 、 そ の 使 用 料 の 額 を 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ

の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校
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徳 島 県 漁 港 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 漁 港 管 理 条 例 （ 昭 和 四 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 第 一 項 中 「 係 留 」 の 下 に 「 （ 以 下 「 停 係 泊 」 と い う 。 ） 」 を 加 え る 。

第 八 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 使 用 の 届 出 ）

第 八 条 甲 種 漁 港 施 設 （ 航 路 及 び 第 九 条 の 二 第 一 項 第 一 号 の 知 事 指 定 施 設 を 除 く 。 ） を 、 当 該 施 設 の 目 的 （ 法 第 三 条 各 号 に 区 分 さ れ た 漁 港 施 設 の 目 的 を い う 。

以 下 同 じ 。 ） に 従 い 使 用 し よ う と す る 者 （ 第 九 条 の 三 の 規 定 に 基 づ き 施 設 を 使 用 す る 者 を 除 く 。 ） は 、 あ ら か じ め 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に

お い て 、 甲 種 漁 港 施 設 の う ち 輸 送 施 設 及 び 漁 港 環 境 整 備 施 設 に つ い て は 、 知 事 が 告 示 に よ り 指 定 す る も の に 限 る も の と す る 。

第 九 条 第 三 項 中 「 一 月 （ 工 作 物 の 設 置 を 目 的 と す る 占 用 に あ つ て は 、 三 年 ） 」 を 「 十 年 」 に 改 め 、 同 条 の 次 に 次 の 三 条 を 加 え る 。

（ 使 用 の 許 可 等 ）

第 九 条 の 二 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 は 、 知 事 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

一 甲 種 漁 港 施 設 （ 法 第 三 十 九 条 第 五 項 の 規 定 に よ り 知 事 が 指 定 す る 区 域 内 に 存 す る 施 設 に 限 る 。 次 条 第 一 項 に お い て 同 じ 。 ） の う ち 知 事 が 告 示 に よ り 指 定

す る 施 設 （ 同 項 に お い て 「 知 事 指 定 施 設 」 と い う 。 ） を 使 用 し よ う と す る 者

二 甲 種 漁 港 施 設 を 当 該 施 設 の 目 的 以 外 の 目 的 に 使 用 し よ う と す る 者

2 知 事 は 、 前 項 の 許 可 に 施 設 の 使 用 上 必 要 な 条 件 を 付 す る こ と が で き る 。

3 第 一 項 の 使 用 の 期 間 は 、 一 年 を 超 え る こ と が で き な い 。 た だ し 、 知 事 が 特 別 の 必 要 が あ る と 認 め た 場 合 に お い て は 、 こ の 限 り で な い 。

第 四 十 六 号
徳 島 県 漁 港 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 漁 港 管 理 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 六 号 徳 島 県 漁 港 管 理 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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（ 漁 船 以 外 の 船 舶 に つ い て の 制 限 ）

第 九 条 の 三 漁 船 以 外 の 船 舶 を 漁 港 の 区 域 （ 法 第 三 十 九 条 第 五 項 の 規 定 に よ り 知 事 が 指 定 す る 区 域 に 限 る 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 内 に 停 係 泊 し 、 又 は 甲 種 漁 港

施 設 に 陸 置 き し よ う と す る 者 は 、 知 事 指 定 施 設 を 使 用 し な け れ ば な ら な い 。

2 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 漁 船 以 外 の 船 舶 を 漁 港 の 区 域 内 に 一 時 的 に 停 係 泊 し よ う と す る 者 は 、 知 事 が 告 示 に よ り 指 定 す る 施 設 を 使 用 す る こ と と し 、 使 用

に 当 た つ て は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

（ 権 利 の 譲 渡 等 の 禁 止 ）

第 九 条 の 四 第 九 条 第 一 項 及 び 第 九 条 の 二 第 一 項 の 許 可 を 受 け た 者 は 、 当 該 許 可 に よ り 生 ず る 権 利 を 他 人 に 譲 渡 し 、 若 し く は 転 貸 し 、 又 は 担 保 に 供 し て は な ら

な い 。

第 十 六 条 第 一 号 中 「 第 九 条 第 一 項 」 の 下 に 「 又 は 第 九 条 の 二 第 一 項 」 を 加 え 、 同 条 第 二 号 中 「 第 九 条 第 一 項 」 を 「 第 九 条 第 二 項 又 は 第 九 条 の 二 第 二 項 」 に 改

め 、 同 条 第 三 号 中 「 第 九 条 第 一 項 」 の 下 に 「 又 は 第 九 条 の 二 第 一 項 」 を 加 え る 。

第 十 七 条 第 一 項 中 「 第 九 条 第 一 項 」 の 下 に 「 又 は 第 九 条 の 二 第 一 項 」 を 加 え る 。

第 十 九 条 第 一 号 中 「 第 五 条 第 一 項 」 の 下 に 「 又 は 第 二 項 」 を 加 え 、 同 条 中 第 二 号 を 削 り 、 第 三 号 を 第 二 号 と し 、 同 条 第 四 号 中 「 第 七 条 第 三 項 」 の 下 に 「 、 第

九 条 第 一 項 、 第 九 条 の 二 第 一 項 、 第 九 条 の 三 第 一 項 又 は 第 九 条 の 四 」 を 加 え 、 同 号 を 同 条 第 三 号 と し 、 同 条 中 第 五 号 を 削 り 、 第 六 号 を 第 四 号 と す る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

2 こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 許 可 を 受 け て い る 漁 港 施 設 の 占 用 の 期 間 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

3 こ の 条 例 の 施 行 前 に し た 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

県 が 管 理 す る 漁 港 施 設 の 管 理 の 状 況 等 に 鑑 み 、 当 該 施 設 の 占 用 の 期 間 等 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校
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徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 三 十 三 の 十 六 の 項 の 2 中 「 第 一 条 第 一 項 第 二 号 イ ()2 及 び ロ ()2 」 を 「 第 一 条 第 一 項 第 二 号 イ ()2 及 び ()3 並 び に ロ ()2 及 び ()3 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

建 築 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 基 準 等 を 定 め る 省 令 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 建 築 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 に 係 る 認 定 の 申 請 に 対 す る 審 査 に 係 る 手 数 料 の 算

定 方 法 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 四 十 七 号
徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 七 号 徳 島 県 県 土 整 備 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校
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◯116初校
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徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 都 市 公 園 条 例 （ 昭 和 三 十 三 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 徳 島 県 蔵 本 公 園 の 項 中 「 放 送 施 設 」 を 「 放 送 施 設 体 育 ホ ー ル 冷 暖 房 施 設 」 に 改 め る 。

別 表 第 三 の そ の 二 の 表 中
「

放 送 施 設

半 日 二 、 ○ 二 ○ 円

一 日 二 、 八 八 ○ 円 」
を

「
放 送 施 設

半 日
一 日

体 育 ホ ー ル 冷 暖 房 施 設 一 時 間

二 、 ○ 二 ○ 円

二 、 八 八 ○ 円

一 、 四 九 ○ 円 」
に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

第 四 十 八 号
徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 八 号 徳 島 県 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校
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提 案 理 由

徳 島 県 蔵 本 公 園 の 体 育 ホ ー ル に 冷 暖 房 施 設 を 新 設 す る こ と に 伴 い 、 使 用 料 の 額 等 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由

で あ る 。

初校
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徳 島 県 営 住 宅 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 営 住 宅 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 五 年 徳 島 県 条 例 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 一 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

六 過 去 に 県 営 住 宅 に 入 居 し て い た 者 に あ つ て は 、 現 に 家 賃 の 未 納 が な い こ と 。

第 六 条 第 五 項 中 「 以 下 」 の 下 に 「 又 は 床 面 積 の 合 計 （ 共 同 住 宅 に あ つ て は 、 共 用 部 分 の 床 面 積 を 除 く 。 ） が 五 十 五 平 方 メ ー ト ル 未 満 」 を 加 え る 。

第 八 条 第 一 項 中 「 一 に 」 を 「 い ず れ か に 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 高 齢 者 、 心 身 障 害 者 又 は 」 を 「 第 六 条 第 一 項 第 一 号 イ 又 は ロ に 該 当 す る 者 、 」 に 改 め 、 「 扶

養 し て い る 者 」 の 下 に 「 そ の 他 規 則 で 定 め る 者 」 を 加 え る 。

第 十 三 条 第 一 項 中 「 の 各 号 」 を 削 り 、 同 項 第 一 号 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。

た だ し 、 入 居 を 許 可 さ れ た 者 が イ 又 は ロ の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に あ つ て は 、 請 書 に 連 帯 保 証 人 の 連 署 を 要 し な い 。

イ 第 六 条 第 一 項 第 一 号 ホ 若 し く は チ に 該 当 す る 者 （ 以 下 「 被 保 護 者 等 」 と い う 。 ） 又 は 被 保 護 者 等 及 び 次 の ()1 か ら ()3 ま で の い ず れ か に 該 当 す る 者 の み で

構 成 す る 世 帯 に 属 す る 者

()1 被 保 護 者 等 の 配 偶 者

()2 被 保 護 者 等 の 十 八 歳 未 満 の 子

()3 被 保 護 者 等 の 親 族 で あ つ て 第 六 条 第 一 項 第 一 号 イ 又 は ロ に 該 当 す る も の （ ()1 又 は ()2 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ）

ロ 第 八 条 第 三 項 に 規 定 す る 者

第 十 三 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

第 四 十 九 号
徳 島 県 営 住 宅 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 営 住 宅 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 十 九 号 徳 島 県 営 住 宅 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

三校
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7 第 一 項 第 一 号 の 請 書 に 連 署 し た 連 帯 保 証 人 が 履 行 す る 責 任 を 負 う べ き 極 度 額 は 、 入 居 を 許 可 さ れ た 者 の 入 居 時 に お け る 家 賃 の 六 月 分 に 相 当 す る 金 額 と す

る 。
附 則

1 こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 改 正 後 の 第 十 三 条 第 一 項 第 一 号 た だ し 書 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 県 営 住 宅 の 入 居 の 申 込 み を す る 者 に 係 る 入 居 の 手 続 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前

に 当 該 申 込 み を し た 者 に 係 る 入 居 の 手 続 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

3 改 正 後 の 第 十 三 条 第 七 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 県 営 住 宅 の 入 居 の 申 込 み を す る 者 の 連 帯 保 証 人 の 責 任 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 当 該 申 込 み

を し た 者 の 連 帯 保 証 人 の 責 任 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

民 法 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 個 人 根 保 証 契 約 に お い て 極 度 額 の 設 定 が 必 要 に な っ た こ と 、 及 び 身 寄 り の な い 単 身 高 齢 者 の 増 加 等 に よ り 、 保 証 人 の 確 保 が 困 難 と な

る こ と が 懸 念 さ れ る こ と に 鑑 み 、 高 齢 世 帯 、 ひ と り 親 世 帯 等 に つ い て は 、 連 帯 保 証 人 を 不 要 と す る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校
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建 築 基 準 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

建 築 基 準 法 施 行 条 例 （ 昭 和 四 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 二 条 の 三 た だ し 書 中 「 第 百 十 二 条 第 十 項 」 を 「 第 百 十 二 条 第 十 一 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

建 築 基 準 法 施 行 令 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 号

建 築 基 準 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

建 築 基 準 法 施 行 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 号 建 築 基 準 法 施 行 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校

１２１

令和2年2月議案



◯122初校

令和2年2月議案



徳 島 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 登 録 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 登 録 条 例 （ 昭 和 六 十 年 徳 島 県 条 例 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 一 項 中 「 次 の 」 を 「 次 に 掲 げ る 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 い う 。 以 下 」 を 「 い い 、 相 談 役 、 顧 問 そ の 他 い か な る 名 称 を 有 す る 者 で あ る か を 問 わ ず 、

法 人 に 対 し 業 務 を 執 行 す る 社 員 、 取 締 役 、 執 行 役 又 は こ れ ら に 準 ず る 者 と 同 等 以 上 の 支 配 力 を 有 す る も の と 認 め ら れ る 者 を 含 む 。 第 六 条 第 一 項 に お い て 」 に 改

め 、 同 項 第 四 号 中 「 営 業 区 域 （ 市 町 村 の 区 域 を 単 位 と す る 」 を 「 営 業 所 ご と の 営 業 区 域 （ 」 に 改 め 、 「 行 お う と す る 」 の 下 に 「 市 町 村 の 区 域 そ の 他 の 規 則 で 定

め る 」 を 加 え 、 同 項 第 五 号 中 「 、 そ の 者 」 を 「 及 び そ の 者 」 に 改 め 、 「 及 び そ の 者 が 担 当 す る 営 業 区 域 」 を 削 り 、 同 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

六 浄 化 槽 管 理 士 に 対 す る 知 事 が 指 定 す る 研 修 の 受 講 実 績 及 び 受 講 計 画

第 四 条 第 二 項 第 一 号 中 「 第 六 号 ま で 」 を 「 第 七 号 ま で 及 び 第 九 号 」 に 改 め る 。

第 六 条 第 一 項 第 七 号 中 「 第 十 一 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で 」 を 「 第 十 一 条 第 一 項 又 は 第 三 項 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 八 号 と し 、 同 項 中 第 六 号 を 第 七 号 と し 、 第

五 号 を 第 六 号 と し 、 第 四 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

五 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 七 十 七 号 ） 第 二 条 第 六 号 に 規 定 す る 暴 力 団 員 又 は 同 号 に 規 定 す る 暴 力 団 員 で な く な つ

た 日 か ら 五 年 を 経 過 し な い 者 （ 第 九 号 に お い て 「 暴 力 団 員 等 」 と い う 。 ）

第 六 条 第 一 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

九 暴 力 団 員 等 が そ の 事 業 活 動 を 支 配 す る 者

第 九 条 第 二 号 中 「 役 員 」 の 下 に 「 （ 業 務 を 執 行 す る 社 員 、 取 締 役 、 執 行 役 又 は こ れ ら に 準 ず る 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。

第 十 一 条 第 一 項 中 「 営 業 所 ご と に 」 の 下 に 「 営 業 区 域 の 数 以 上 の 人 数 の 専 任 の 」 を 加 え 、 同 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

第 五 十 一 号
徳 島 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 登 録 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 登 録 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 一 号 徳 島 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 登 録 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校

１２３

令和2年2月議案



2 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 は 、 そ の 使 用 す る 浄 化 槽 管 理 士 に 対 し 、 第 四 条 第 一 項 第 六 号 に 規 定 す る 研 修 を 、 第 三 条 第 一 項 又 は 第 三 項 の 登 録 の 有 効 期 間 ご と に 一 回

以 上 受 講 さ せ な け れ ば な ら な い 。

第 十 一 条 第 四 項 中 「 前 三 項 」 を 「 第 一 項 又 は 前 項 」 に 改 め る 。

第 十 四 条 第 一 項 中 「 一 に 」 を 「 い ず れ か に 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 第 七 号 」 を 「 第 九 号 」 に 改 め る 。

附 則

1 こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

2 改 正 後 の 徳 島 県 浄 化 槽 保 守 点 検 業 者 登 録 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 は 、 新 条 例 第 四 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 の 変 更 で あ っ て こ

の 条 例 の 施 行 後 に あ る も の に つ い て 適 用 し 、 こ の 条 例 の 施 行 前 に あ っ た 当 該 事 項 の 変 更 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

浄 化 槽 法 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 浄 化 槽 の 保 守 点 検 を 業 と す る 者 の 登 録 に 関 し 条 例 で 定 め る 事 項 と し て 、 浄 化 槽 管 理 士 に 対 す る 研 修 の 機 会 の 確 保 に 関 す る 事 項 が

追 加 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 備 を 行 う 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校

１２４

令和2年2月議案



徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 徳 島 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 の 表 県 立 学 校 の 職 員 の 項 中 「 二 、 七 二 二 人 」 を 「 二 、 六 六 三 人 」 に 改 め 、 同 表 県 費 負 担 教 職 員 の 項 中 「 四 、 八 四 二 人 」 を 「 四 、 八 ○ 一 人 」 に 改

め る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

県 立 学 校 並 び に 市 町 村 立 の 小 学 校 及 び 中 学 校 に お け る 児 童 生 徒 数 の 変 動 に 伴 う 学 級 数 等 の 減 少 等 に 鑑 み 、 学 校 職 員 の 定 数 の 適 正 な 管 理 を 図 る た め 、 県 立 学 校

の 職 員 及 び 県 費 負 担 教 職 員 の 定 数 を 改 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 二 号
徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 二 号 徳 島 県 学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校

１２５

令和2年2月議案



◯126初校

令和2年2月議案



徳 島 県 立 学 校 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 立 学 校 設 置 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の そ の 一 の 表 中
「
徳 島 県 立 富 岡 東 中 学 校 阿 南 市 領 家 町

」
を
「 徳 島 県 立 し ら さ ぎ 中 学 校

徳 島 県 立 富 岡 東 中 学 校

徳 島 市 北 矢 三 町 一 丁 目

阿 南 市 領 家 町 」
に 改

め る 。
附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

本 県 に お け る 義 務 教 育 未 修 了 者 、 外 国 籍 の 者 、 入 学 希 望 既 卒 者 等 に 就 学 機 会 を 提 供 す る 中 学 校 夜 間 学 級 を 開 設 す る た め 、 新 た に 徳 島 県 立 し ら さ ぎ 中 学 校 を 設

置 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 三 号
徳 島 県 立 学 校 設 置 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 立 学 校 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 三 号 徳 島 県 立 学 校 設 置 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校

１２７

令和2年2月議案



◯128初校

令和2年2月議案



義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 第 八 条 に お い て 」 を 「 以 下 」 に 改 め る 。

第 三 条 第 一 項 中 「 第 三 項 並 び に 第 七 条 及 び 第 八 条 に お い て 」 を 「 以 下 」 に 改 め る 。

第 七 条 第 一 項 中 「 こ の 項 及 び 次 条 に お い て 」 を 「 以 下 」 に 改 め る 。

第 八 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 業 務 量 の 適 切 な 管 理 等 ）

第 九 条 徳 島 県 教 育 委 員 会 （ 県 費 負 担 教 職 員 に あ つ て は 、 そ の 者 の 属 す る 市 町 村 の 教 育 委 員 会 ） は 、 公 立 の 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別

措 置 法 第 七 条 に 規 定 す る 指 針 に 基 づ き 、 当 該 教 育 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 健 康 及 び 福 祉 の 確 保 を 図 る こ と に よ り 学 校 教

育 の 水 準 の 維 持 向 上 に 資 す る た め 、 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 が 正 規 の 勤 務 時 間 及 び そ れ 以 外 の 時 間 に お い て 行 う 業 務 の 量 の 適 切 な 管 理 そ の 他 義 務 教 育 諸

学 校 等 の 教 育 職 員 の 健 康 及 び 福 祉 の 確 保 を 図 る た め の 措 置 を 講 ず る も の と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

第 五 十 四 号
義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め

る 。
令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 四 号 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

三校

１２９

令和2年2月議案



提 案 理 由

公 立 の 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 鑑 み 、 所 要 の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出

す る 理 由 で あ る 。

初校

１３０

令和2年2月議案



徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 十 七 の 項 中 「 第 七 条 第 四 項 」 を 「 第 七 条 第 五 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

古 物 営 業 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 五 号
徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 五 号 徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校

１３１

令和2年2月議案



◯132初校

令和2年2月議案



徳 島 県 公 営 企 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 要 す る 場 合 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 公 営 企 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 要 す る 場 合 を 定 め る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 七 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

「 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 八 項 」 を 「 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 二 第 八 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

地 方 自 治 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 六 号
徳 島 県 公 営 企 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 要 す る 場 合 を 定 め る 条 例

の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 公 営 企 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 要 す る 場 合 を 定 め る 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 六 号 徳 島 県 公 営 企 業 の 業 務 に 従 事 す る 職 員 の 賠 償 責 任 の 免 除 に つ い て 議 会 の 同 意 を 要 す る 場 合 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

再校

１３３

令和2年2月議案



◯134初校

令和2年2月議案



徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 中 「 第 二 百 四 十 三 条 の 二 第 八 項 」 を 「 第 二 百 四 十 三 条 の 二 の 二 第 八 項 」 に 改 め る 。

別 表 徳 島 県 立 三 好 病 院 の 項 中 「 整 形 外 科 」 を 「 整 形 外 科 形 成 外 科 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

診 療 体 制 の 充 実 を 図 る た め 、 徳 島 県 立 三 好 病 院 に 形 成 外 科 を 新 設 す る と と も に 、 地 方 自 治 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。

こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 五 十 七 号
徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 二 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 七 号 徳 島 県 病 院 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校

１３５

令和2年2月議案



◯136初校

令和2年2月議案



提案理由

令和元年度県営土地改良事業費に対する受益市町負担金について，事業費の変更等に伴い追加する必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第58号

令和元年度県営土地改良事業費に対する受益市町負担金の追加について

令和元年10月11日議決を経た県営土地改良事業費に対する受益市町負担金について次のとおり追加する。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

事 業 の 名 称 負 担 市 町 事 業 内 容 事 業 費 負 担 金
事業費に対
する負担金
の割合

付 記

県 営 土 地 改 良 事 業 海 陽 町 老朽ため池等整備事業 10，000，000 300，000 0．3／10以内

事業費を増額又は減額
した場合は，事業費に対
する負担金の割合に応
じ，知事は負担金を増額
又は減額することができ
る。

円 円

第58号 令和元年度県営土地改良事業費に対する受益市町負担金の追加について

初校

１３７

令和2年2月議案



◯138初校

令和2年2月議案



提案理由

令和元年度農地保全に係る地すべり防止事業費に対する受益市町村負担金について，事業費の変更等に伴い追加する必要がある。これが，この案件を提出す

る理由である。

第59号

令和元年度農地保全に係る地すべり防止事業費に対する受益市町村負担金の追加について

令和元年10月11日議決を経た農地保全に係る地すべり防止事業費に対する受益市町村負担金について次のとおり
追加する。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

事 業 の 名 称 負担市町村 事 業 内 容 事 業 費 負 担 金
事業費に対
する負担金
の割合

付 記

農地保全地すべり防止事

業

三 好 市 地すべり対策事業 18，000，000 3，000，000 1／6 事業費を増額又は減額
した場合は，事業費に対
する負担金の割合に応
じ，知事は負担金を増額
又は減額することができ
る。

神 山 町 地すべり対策事業 10，000，000 1，666，666 1／6

円 円

第59号 令和元年度農地保全に係る地すべり防止事業費に対する受益市町村負担金の追加について

再校

１３９

令和2年2月議案



◯140初校

令和2年2月議案



1 工 事 名 緊急地方道路整備工事
2 路 線 名 鳴門池田線
3 工 事 箇 所 美馬市脇町西赤谷～拝原 曽江谷新橋
4 工 期 徳島県議会の議決のあった日の翌日から令和4年3月10日まで
5 契 約 金 額 938，300，000円
6 契 約 の 方 法 一般競争入札
7 契 約 の 相 手 方 宮地エンジニアリング・アルス製作所・ノヴィルパブリックワークス 緊急地方道路整備工事共同企業体

代表構成員 東京都中央区日本橋富沢町9番19号
宮地エンジニアリング株式会社
代表取締役社長 石 﨑 浩

代理人
大阪府大阪市西区靱本町一丁目8番2号
宮地エンジニアリング株式会社関西支社
関 西 支 社 長 塚 本 啓 一

構 成 員 小松島市金磯町8番90号
株式会社 アルス製作所
代表取締役社長 坂 本 孝

第60号

鳴門池田線緊急地方道路整備工事曽江谷新橋上部工の請負契約について

次のとおり工事の請負契約を締結する。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第60号 鳴門池田線緊急地方道路整備工事曽江谷新橋上部工の請負契約について

再校

１４１

令和2年2月議案



構 成 員 阿南市津乃峰町新浜72番地の15

ノヴィルパブリックワークス株式会社

代 表 取 締 役 久 岡 征 司

提案理由

工事の請負契約について，議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第2条の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を

提出する理由である。

初校

１４２

令和2年2月議案



1 委 託 業 務 名 徳島県立博物館新常設展構築業務

2 委 託 期 間 徳島県議会の議決のあった日から令和3年7月31日まで

3 契 約 金 額 1，124，200，000円

4 契 約 の 方 法 一般競争入札

5 契 約 の 相 手 方 東京都港区台場2丁目3番4号

株式会社 乃村工藝社

代表取締役社長 榎 本 修 次

提案理由

構築業務の委託契約について，議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第2条の規定により議決を経る必要がある。これが，この案

件を提出する理由である。

第61号

徳島県立博物館新常設展構築業務の委託契約について

次のとおり構築業務の委託契約を締結する。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第61号 徳島県立博物館新常設展構築業務の委託契約について

初校

１４３

令和2年2月議案



◯144初校

令和2年2月議案











提案理由

損害賠償の額の決定及び和解について，地方自治法第96条第1項第12号及び第13号の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由で

ある。

第64号

損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解について

道路事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所

大阪府東大阪市ほか在住 4名
滋賀県大津市所在 1法人 3，348，339 令和元年7月7日 三好市地内

（県道山城東祖谷山線）
円

第64号 損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解について

初校

１４９

令和2年2月議案



◯150初校

令和2年2月議案



1 契 約 の 目 的 当該契約に基づく監査及び監査の結果に関する報告

2 契 約 の 始 期 令和2年4月1日

3 契 約 金 額 12，571，429円を上限とする額

4 費 用 の 支 払 方 法 契約の定めるところによる。

5 契 約 の 相 手 方 徳島市城南町一丁目11番26号

堀 井 秀 知（弁護士）

提案理由

包括外部監査契約について，地方自治法第252条の36第1項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第65号

包括外部監査契約について

地方自治法第252条の36第1項の規定により，次のとおり包括外部監査契約を締結する。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第65号 包括外部監査契約について

初校

１５１

令和2年2月議案



◯152初校

令和2年2月議案



売 電 料 金 の 額 日野谷発電所，坂州発電所，川口発電所及び勝浦発電所の予定供給電力の売電料金，令和2年度及び令和3年度各2，948，157，000円

に消費税等相当を加算した額

売 電 の 期 間 令和2年4月1日から令和4年3月31日までの2年間

売電料金の徴収の方法 次の表の支払区分の基本料金と電力量料金の合計額に消費税等相当額を加算した各月の売電料金を翌月の20日までに支払を受ける。

提案理由

県営電気事業の売電料金等について，徳島県議会の議決すべき事件を定める条例の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由であ

る。

第66号

県営電気事業の売電料金等について

県営電気事業に係る売電料金の額，売電の期間及び売電料金の徴収の方法を次のように定める。

令 和 2 年 2 月12日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

令 和 2 年 度 及 び 令 和 3 年 度 支 払 区 分

月 別 基 本 料 金 電 力 量 料 金

4月から翌年2月まで 1月につき 196，485，000円 各月の実績供給電力量1キロワット時につき1円

79銭を乗じた額翌 年 3 月 196，480，000円

第66号 県営電気事業の売電料金等について

三校

１５３

令和2年2月議案



◯154初校

令和2年2月議案



損害賠償の額の決定及び和解について

交通事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第1号

損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

令 和 2 年 2 月12日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

徳島市所在 1法人 64，535 平成31年4月17日 徳島市地内 令和2年1月24日

阿南市在住 1名 64，182 令和元年6月10日 阿南市地内 令和2年1月24日

板野郡藍住町在住 1名 104，000 令和元年7月1日 板野郡藍住町地内 令和2年1月24日

勝浦郡上勝町所在 1法人 108，000 令和元年7月16日 勝浦郡上勝町地内 令和2年1月24日

岡山県岡山市所在 1法人 111，395 令和元年7月26日 三好市地内 令和2年1月24日

徳島市在住 1名 1，058，176 平成31年4月23日 徳島市地内 令和2年1月27日

東京都港区所在 1法人 205，000 令和元年5月30日 徳島市地内 令和2年1月27日

円

報告第1号 損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

再校

１５５

令和2年2月議案



徳島市在住 1名 40，000 令和元年10月2日 板野郡北島町地内 令和2年1月27日

大阪府大阪市所在 1法人 88，000 令和元年10月7日 徳島市地内 令和2年1月27日

岡山県岡山市在住 1名 25，575 令和元年10月15日 岡山県岡山市地内 令和2年1月27日

三好郡東みよし町在住 1名 112，200 令和元年10月15日 三好郡東みよし町地内 令和2年1月27日

小松島市所在 1法人 46，328 令和元年11月11日 小松島市地内 令和2年1月27日

再校

１５６

令和2年2月議案



損害賠償の額の決定及び和解について

道路事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第2号

損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

令 和 2 年 2 月12日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

高知県長岡郡大豊町在住 1名 100，000 令和元年6月15日 三好市地内
（県道山城東祖谷山線） 令和2年1月22日

徳島市ほか所在 2法人 455，000 令和元年7月13日 徳島市地内
（県道鮎喰新浜線） 令和2年1月22日

美馬市在住 1名 184，000 令和元年9月8日 美馬市地内
（国道492号） 令和2年1月22日

美馬市在住 1名 48，000 令和元年9月20日 美馬市地内
（県道端山調子野線） 令和2年1月22日

那賀郡那賀町在住 1名 109，000 令和元年11月22日 那賀郡那賀町地内
（国道195号） 令和2年1月22日

円

報告第2号 損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

三校

１５７

令和2年2月議案



◯158初校

令和2年2月議案



初校

令和2年2月議案



初校

令和2年2月議案




